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第 ４ 次垂水市総合計画の歩みと中間見直し公開講座

垂水市企画課　野 嶋　正 人

総務課　堀 留 　 豊　

１．はじめに

平成 24 年度は、第 4 次垂水市総合計画基本計画が中間

時期を迎えることから中間見直しを行いました。

市民と行政の手作りでスタートした第 4 次垂水市総合計

画ですが、国政や社会情勢の変化、水迫前市長から尾脇新

市長への交代など本市を取り巻く環境の変化に対応するた

めです。

このレポートでは、総合計画の歩みと中間見直し事業の

概要について、平成 22 年度から総合計画担当係長で現企

画課課長補佐の野嶋と平成 24 年度まで総合計画を担当し

ていた現総務課秘書広報係の堀留との共同執筆という形で

まとめさせていただきました。

２．総合計画の歩み

垂水市における総合計画は、昭和 53 年に「垂水市総合

計画」としてはじめて策定され、以後、昭和 63 年に「垂

水市新総合計画」、平成 10 年に「第 3 次垂水市総合計画」、

そして、平成 20 年に現計画である「第 4 次垂水市総合計画」

があり、これまで 4 回策定されています。

現計画の「第 4 次垂水市総合計画」は、これまでの策定

プロセスを全面的に見直し、コンサルタントに委託せず市

民と行政の手作りで策定されました。

策定にあたっては、教育的視点と行政に対する専門的視

点から鹿児島大学と総合計画策定に関する協定を締結し、

策定全般への支援を頂いたところです。1

結果的に 835 人の市民と大学内の様々な分野から 13 名

の先生方の参加があり、第 4 次垂水市総合計画は基本構想

が平成 20 年 3 月に議会の議決を経て決定 2、基本構想に基づ

く 27 の政策で構成される基本計画が同年 6 月に決定、そ

1 詳しくは鹿児島大学生涯学習教育研究センター年報第 5 号「第
4 次垂水市総合計画と鹿児島大学公開講座／堀留豊」を参考に
してほしい。

2 総合計画は平成 23 年までは地方自治法に基づき議会の議決を経
て定めるよう規定されていた。現在、法的根拠はないが議会の
議決事項とするかどうかは市町村によって異なり、垂水市は検
討中である。

して、各課において政策の実現のために取り組む実施計画

が検討され、11 月に第 1 期実施計画として決定しました。

実施計画は、平成 24 年度時点で全 208 事業で構成され

ており、事業内容については、毎年度行政評価シートに基

づきローリング方式で見直すようしています。

また、非公開ではありますが、長期事業計画書も作成し、

長期的な財政計画の参考資料として活用しています。

３．総合計画策定後の動き

第 4 次垂水市総合計画策定後、垂水市の行政運営におい

ていくつか変化がありました。

まず、策定に大きな支援をいただいた鹿児島大学との関

係ですが、計画策定後も総合計画に基づくまちづくりを効

果的に進めていくために平成 21 年 1 月に包括連携協定を

締結しました。

大学とはこれまでも行政運営や地域づくりに関する取り

組みを進めてきましたが、さらに産業、保健、教育などの

分野の取り組みを加え、年度ごとに取り組み内容の成果確

認を行うなど、より深い関係を築いています。

特に近年、実績のある取り組みは「地域振興計画策定事

業」です。これは垂水市内にある 9 小学校区ごとにまちづ

くり計画を定めるもので、現在 4 地区が策定済みで今年度

新たに 2 地区で策定が進んでいます。3

また、庁内においては、市長のトップマネジメントの強

化と意思決定の明確化のために、庁内の企画系会議の再編

を行い、新たに「垂水市経営会議規程」を定め運用を始め

ました。ちなみにこの取組も市職員対象の公開講座で市長

への提言書をまとめたことが起点となりました。4

一番の大きな変化は市長が交代したことです。

平成 23 年 1 月、水迫順一前市長が勇退されたことを受け、

三つ巴の選挙戦となりました。選挙の結果、水迫市政の継

3 詳しくは鹿児島大学生涯学習教育研究センター年報第 8 号「垂
水市の新たな挑戦 : モデル地区による地域振興計画づくりへの
歩み／西川了助」を参考にしてほしい。

4 詳しくは鹿児島大学生涯学習教育研究センター年報第 6 号「公
開講座報告　総合計画と行政改革～行政経営に関する勉強会／
松本俊一」を参考にしてほしい。
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承を訴えた尾脇雅弥氏が第 15 代垂水市長に当選しました。

総合計画は行政運営の指針となるものですが、市長が交

代した場合、公約や施政方針の違いから新たに総合計画が

策定されることもあります。

今回、尾脇新市長は、選挙前までは垂水市議会議員とし

て活躍しており、総合計画策定の公開講座に参加するなど

当初から関わりをもっていただいたこと、そして、水迫市

政を継承していくことを訴えていたことから、第 4 次垂水

市総合計画も継続していく選択をしていただきました。

ただし、このように市長が交代した場合、新たに当選し

た市長が掲げた公約をこの総合計画の中で明確にできるの

かが課題として残ったところです。

４．総合計画中間見直し事業のコン

セプト

第 4 次垂水市総合計画基本構想において、基本計画は 5

年ごとに見直しするよう定められています。

このため、企画課としては平成 25 年度を見据えて、今

後 5 年間の後期基本計画へスムーズに移行するよう平成 24

年 2 月に実質的な見直し作業をスタートさせました。

はじめに、骨格といえる事業全体の事業目的、事業体制

のプランについて、市長ヒアリングをベースに企画課内で

検討を行い、経営会議で決定しました。

事業目的、見直し方針は図 1 のとおり、政策の検証を行

うこと、社会情勢の変化や市長公約を反映させることとし

ました。

策定体制は図 2 のとおり、当初の計画策定段階と基本的

な形は変わりません。計画案の策定主体は垂水市で、内部

体制が庁内会議の再編に伴い、経営会議が中心となり、具

体的な内容は政策調整会議で行うことになりました。また、

引き続き、市民と行政の手作りを重視するため、鹿児島大

学と連携していくこととしました。

（図１：事業目的等）

（図２：策定体制）
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５．総合計画中間見直し事業について

総合計画中間見直し事業は図 3 のとおり、大きく 3 つの

フェーズからなります。

第 1 段階（内部評価）は、市担当課による政策の評価、

第 2 段階（外部評価）は、市民による政策の評価、そして、

第 3 段階（政策決定）は、第 1・第 2 段階の結果をもとに

計画策定機関である市が計画素案をつくり、計画決定まで

の手続きを行うものです。

(1) 第1 段階／内部評価について

第 1 段階は、市の政策担当課が 5 年間の取り組みから成

果や課題をまとめ、政策を見直すかどうか判断する作業と

なります。

企画課では、市民満足度調査結果の提供と政策推進課が

行う政策検証作業のサポートを行いました。

なお、今回提供した市民満足度調査結果は、平成 24 年 5

月に行いました。27 政策の相対評価をはじめ、政策の成果

や課題について、より多くの市民の声を集めるため、標本

抽出方法を割当法に変更し、回収率の改善を図ることで調

査の信頼性の確保に努めました。5

(2) 第 2 段階／外部評価について

第 2 段階は、第 1 段階で行った市の政策評価結果をもと

に市民の皆さんが政策評価を行うこととしました。

評価作業は、これまで実績のある鹿児島大学公開講座を

活用しました。

①公開講座開催準備

公開講座は市民目線の政策評価が行われることを目標に

講座生 30 名、全 2 回で企画しました。

開催にあたっては、講座総括を生涯学習教育研究セン

ターの小栗有子准教授に依頼し、特に市民が発言しやすい

ようにワークショップ形式で行うこと、また、進行役（ファ

5 今回採用した「割当法」による標本抽出方法は、あらかじめ振
興会（町内会組織）ごとに性別や年齢構成に応じた調査対象者
数を割り当て、その人選は振興会長に依頼したものである。こ
の結果、回収率は 97.3％で前回の 35.5％から大きく改善された。（図３：取組のイメージ）
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シリテーター）を鹿児島大学の先生方に務めてもらうよう

要望しました。

講座を成功させるには、これまでの経験上、周到な準備

が必要と学んでいましたが、今回、次の 5 点がポイントと

なりました。

１点目 限られた時間内でより効果のある 27 政策の評価

をするために、27 政策を 5 つの分野に分けたこと。

２点目 協議のポイントを絞った形で運用したこと。また、

内部評価結果をデータ等で客観的に示せるよう説

明する政策推進課との打ち合わせを重ねたこと。

３点目 ワークショップの進行役を務める鹿児島大学の先

生方と作業の進め方や協議の論点を丁寧に打ち合

わせしたこと。

４点目 発言内容が見えるように、また、参加者が現在の

作業状況を理解できるように配慮し、また、市

職員から書記や計時を割り当てるなど、ワーク

ショップの効果的な運営に努めたこと。

５点目 講座参加者は一般募集のほか、設定した 5 分野の

市民評価の精度を高めるために政策に深く関わる

市民を政策推進課において人選したこと。

②公開講座の内容

講座は 5 つのグループに分かれて行われました。それぞ

れ評価した政策と最終的な総括については、次のとおりと

なりました。

◎第 1 班　安心安全部会

政策：12. 地域防災対策の推進

 13. 安心安全な地域社会の構築

 14. 快適な都市基盤の整備

 15. 循環型社会の構築

 16. 環境の保全

最終総括／第 2 回講座

・ 地域防災は東日本大震災以後に生じた課題への対

策を講じていくこと。

・ 都市社会基盤整備のもととなる都市マスタープラ

ンの策定を進めること。

◎第 2 班　垂水ブランド部会

政策：17. 地域資源の活用

 18. 魅力ある農林業の振興

 19. 魅力ある水産業の振興

 20. 魅力ある商工業の振興

 21. 働く環境の充実

 22. 魅力ある観光の振興

　最終総括／第 2 回講座

・ 外から見た「垂水らしさ」の確立が必要であること。

・ 一次産品をしっかりとさせた上で発展させるこ

と。また、まち全体で 6 次産業化に取り組んでほ

しいこと。

・ 住んでいる人が豊かさを実感できるようにするこ

とが経済産業基盤のよみがえりにつながると思わ

れること。

◎第 3 班　健康・福祉部会

政策：08. 地域保健の充実

 09. 高齢者保健福祉の推進

 10. 障害者保健福祉の推進

 11. 医療体制の充実

　最終総括／第 2 回講座

・ どう生きたいか、市民の意識の持ち方が大事であ

ること。

・ 在宅医療の本来の形を市民に理解させる必要があ

ること。

・ 今回は、垂水中央病院の在り方は結論が出せな

かった。更なる検討を重ねてほしいこと。

◎第 4 班　教育・子育て部会

政策：04. 子育て支援体制の充実

 05. 学校教育の充実

 06. 学びあう社会の構築

 07. 地域文化の促進・保護・活用

　最終総括／第 2 回講座

・ 親や社会と共に育む環境づくりを進めていくた

め、地域の力を活用していくこと。

・ 子供たちが夢や希望を持って学べるようソフトの

充実も必要であること。

◎第 5 班　地域づくり部会

政策：01. 共生協働による地域づくりの推進

 02. 市民の多様な交流と連携の促進 
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 03. 地域を支える人材の育成

 23. 市民参画による行政経営

 24. 市民目線による行政経営

 25. 市民の期待に応える職員の育成

 26. 行政改革の推進

 27. 財政運営の健全化

　最終総括／第 2 回講座

・ 情報がいかに大事か意識して住民と行政の情報交

換を進めてほしいこと。

・ 人口減少対策を進めてほしいこと。

・ 地域振興計画づくりは意義があり重要なものと確

認できた。市民が作り行政が支援するこの取組を市

民全体が認知することが大切であり、その後の自治

基本条例の制定につながるものと思われること。

③公開講座の総括

公開講座は表 1 のとおり約 200 人の参加があり、進行役

の先生をはじめ関係者の協力のもと、充実したものとなり

ました。

この 2 回の公開講座の結果は、講座結果報告書としてま

とめ、参加者へ配布し、また、ホームページ上でも公表を

行いました。

講座内容については、私も担当として講座を見て回りま

したが、進行役の配慮もあり、参加した市民からバランス

良く意見が聞き出せていたようでした。

今回の公開講座は 3 つの目的がありました。

①市民視点の政策評価をすること。

②市民の学びの場とすること。（ワークショップの体験、

市政を理解する場）

③市民の市政参加の場とすること。（協働のまちづくりの

実績づくり）

最後に行った講座終了後のアンケートでは、大多数が「有

意義な講座であり参加してよかった」と回答しており、ま

た「時間が短すぎる」「判断が難しかった」、「もっと多く

の人に参加してほしい」などの意見もありました。

（画像１：公開講座の様子／第 2班　垂水ブランド部会）

（表１：講座参加者実績）



野嶋正人・堀留　豊　 第４次垂水市総合計画の歩みと中間見直し公開講座

－ 31 －

(3)　第 3 段階／政策決定について

第 3 段階は、最終的な政策の決定段階に入ります。ここ

では大きく 2 つの作業がありました。

1 つ目は、後期基本計画案を作成すること、2 つ目は作

成された計画案の決定手続きを行うことです。それぞれの

作業については、次のとおり進められました。

①計画案の策定作業

a) 政策別検証報告書

政策別検証報告書は第 1 段階及び第 2 段階の結果をまと

めたものです。

【政策別検証報告書の構成】

◎政策別検証結果　一覧表（図 4 ）

◎政策別の詳細データ

　・基本計画の概要（図 5 ）

　・実施計画の情報（図 5 ）

　・市民満足度調査結果（図 5 ）

　・内部評価／総括、今後の展開（図 6 ）

　・外部評価／見直し方針（図 6 ）

　・公開講座会議録

　・公開講座で使用した模造紙内容のまとめ（図 7 ）

（図４：政策別検証報告書「検証結果一覧表」）

（図５：政策別検証報告書「政策別検証詳細①」）

（図６：政策別検証報告書「政策別検証詳細②」）
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（図７：政策別検証報告書「政策別検証詳細③」）

b) 素案調整作業

政策推進課と企画課の協議を行い、後期基本計画素案を

まとめました。

まとめにあたっては、政策別検証報告書をもとに政策の

考え方、目指すイメージ、施策の方向等を見直しするか否

か、見直しする場合はどのように見直しするかを話し合い

ました。

②決定手続き

計画案の最終的な決定は、計画案の策定主体である市で

あり、経営会議で行われました。

この経営会議では、見直された計画案の内容と策定過程

が判断材料となりました。

素案の内容については、最終的な市民意見を確認するた

め、パブリックコメントを実施し、また、市長の諮問機関

である「総合開発審議会」に専門的視点から審議をいただ

きました。

a) パブリックコメント

パブリックコメントは、計画や条例など市の政策を作る

時に、その内容等を公表し、市民から提出された意見を参

考にして、意思決定の参考にする手続です。

今回は平成 24 年 12 月 15 日から 30 日間実施し、電子メー

ルによる意見提出が 1 件ありました。

b) 総合開発審議会運営

総合開発審議会は地方自治法第 138 条の 4 第 3 項に規定

される市の附属機関で垂水市総合開発審議会条例により設

置されています。

審議会は、表 2 のとおり委員 10 名で組織され任期は 2

年となっており、市の総合開発や市政運営に関する事項を

審議する機関です。

今回の中間見直し事業にあたり、総合開発審議会は平成

24 年度中に 3 回開催しました。

1 回目の会議はこの中間見直し事業全体の内容を理解い

ただくこと。2 回目の会議は市が策定した後期基本計画案

の諮問を受け、策定経過、計画案の説明を受けること。3

回目の会議は諮問された後期基本計画案に対する答申内容

を協議しました。

結果的に「概ね即している」との答申がなされましたが、

「政策相互のつながりを重視し、課の連携をもって政策の

推進に努めてほしい」など 9 件の要望事項が示されました。

（表２：総合開発審議会委員名簿）
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c) 後期基本計画について

市では、パブリックコメントや総合開発審議会答申を反

映させる形で最終調整を行い、経営会議において後期基本

計画を決定しました。

結果的に見直しを行った政策は、次のとおりとなりまし

た。

●取組内容の見直しを行った政策／ 10 政策

　04. 子育て支援体制の充実

　05. 学校教育の充実

　08. 地域保健の充実

　09. 高齢者保健福祉の推進

　10. 障害者保健福祉の推進

　11. 医療体制の充実

　12. 地域防災対策の推進

　14. 快適な都市基盤の整備

　21. 働く環境の充実

　23. 市民参画による行政経営

●重点プロジェクトについて

　「人口減少対策」の設定

６．おわりに

今回の基本計画中間見直し事業は、当初のプランどおり

進めることができました。

まずは、鹿児島大学の先生方に感謝申し上げたいと思い

ます。特に総合開発審議会委員を務められました小栗有子

先生をはじめ、平井一臣先生、佐野雅昭先生、前田晶子先

生にはお忙しい中、垂水市の各行政分野について専門的視

点でご助言をいただきました。

本当にありがとうございました。

それから、鹿児島大学との連携ですが、本事業の核とも

いえる鹿児島大学公開講座について、本市の各種計画策定

過程における強力で有効的なツールとして機能してきてい

ると感じました。

さらに成果を高められるよう行政職員はファシリテー

ションやプレゼンテーションなど様々なスキルの習得と講

座全般のプランニング力の向上を図り、市民と行政を有効

的につなげていければと実感したところです。

後期基本計画がスタートして、半年が過ぎようとしてい

ます。現在、重点プロジェクトに設定した「人口減少対策」

も人口減少対策本部及び人口減少作業部会が設置され、精

力的に活動を行っています。

市民と行政の手作りで作った「第 4 次垂水市総合計画」

が目指す「水清く　優しさわき出る　温泉のまち　たるみ

ず」が実現するよう、引き続き、鹿児島大学のご支援をよ

ろしくお願いいたします。
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（参考資料等）

ここで紹介した「第 4 次垂水市総合計画　基本計画中間見直し

事業」の各種資料は垂水市ホームページで公開しています。

◎第 4 次垂水市総合計画／基本構想・後期基本計画

　http://www.city.tarumizu.lg.jp/sougoukeikaku/

◎公開講座関係／講座結果報告書・政策別検証報告書

　http://www.city.tarumizu.lg.jp/sougoukeikaku/koukaikouza/

◎総合開発審議会関係／会議録、諮問・答申書

　http://www.city.tarumizu.lg.jp/sougoukeikaku/shingikai/4th_minaoshi.htm


